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■  技術概要
　　特記事項、
　　図など

：脳活動情報出力装置、脳活動情報出力方法、およびプログラム

脳活動情報出力装置

脳活動観測装置、BMI(Brain Machine Interface)

脳波などの脳活動情報を得る際に、脳活動情報以外のアーチファクト（ノイズ）を排
除して高い精度で脳活動情報を取得する。

本発明によれば、脳活動とアーチファクト源の事前情報を用いてアーチファクトの影
響を取り除いているので、極めて高い精度で脳活動情報を得ることができる。

アーチファクト源（例えば眼球）から
の信号強度に関する事前分布を取
得すると共にそのアーチファクト源
の信号強度に関する事後分布を推
定し、その事前分布と事後分布の
差からアーチファクト事前情報を決
定（１２９）し、一方、計測脳信号情
報（１２１）と脳事前情報（１２２）とを
用いて脳活動を推定して脳活動情
報を取得（１２４）し、計測脳信号情
報とアーチファクト事前情報とを用
いてアーチファクト情報を推定して
取得（１２５）し、計測脳情報と脳活
動情報とアーチファクト情報とを用
いて、計測脳情報からアーチファク
トの影響を取り除いて出力脳活動
情報を取得（１２６）している。


